
平成28年7月29日公告

「野里小学校昇降機備工事」

　設計図面の一部に表記誤りがありました、再度ご確認下さい。

修正図面番号

図面番号

№3 昇降機設備　特記仕様

図面名称



エレ ベータ ー仕 様

一
般
事
項

特
記
事
項

乗 用（身 体障害 者兼用 型）

９ ００ｋ ｇ

可 変電圧 ・可変 周波数 制御 方式

４ ５ｍ／ ｍｉｎ

Ａ Ｃ　３ φ３　 　２１ ０　 　６０Ｗ Ｖ ＨＺ

Ａ Ｃ　１ φ２　 　１０ ５　 　６０Ｗ Ｖ ＨＺ

Ａ Ｃ　３ φ３　 　２１ ０　 　設置 場所　 昇降路 内１Ｆ Ｌ以 上Ｗ Ｖ

出 入口幅 　９０ ０ｍｍ 　　 出入口 高　２ １００ ｍｍ

電 動２枚 戸中央 開き

乗場姿図　　１：２０ かご内正面図　　１：２０

火災 時呼戻 しボタ ン

（１ 階のみ 取付）

注意（ 点字） 銘板

かご位 置表示 盤

国 際シン ボルマ ーク（ １００　 以上）

網入り ガラス 窓

（乗場 ボタン 組込）

かご内背面図　　１：２０

＝
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０
０

＝
６

０
０

光 電 管
キックプ レート

主操 作盤

キックプ レート

車 いす使 用者用 鏡

＝
１

０
０

０

３ ０以下

幅 木 幅 木

注意事 項銘板

１ ３名

使 用方法 銘板

乗場注意（点字）銘板

かご内使用方法銘板

ご使用上の注意

○エレベーターの中でとんだり　騒いだりしないで

○扉の敷居にはゴミや砂を入れないでください。

ください。

○扉にもたれたり　手をついたりしないでください。

○万一エレベーターが途中で止まり閉じ込められたときは

●あわてず　　　ボタンを押してください。

ボタンを押さないでください。

指示に従ってください。

ご　注　意

１ ． 戸の 開閉 時 に、 はさ ま れな いよ うに ご 注意 くだ さ い。

２ ． 乗り 降り の とき は、 出 入口 の段 差と す きま にご 注 意　

く ださ い。

３ ． 非常 のと き は、 エレ ベ ータ ー内 の　 　 　ボ タン を 押し て

そ のま まお 待 ちく ださ い 。

ゴチ ュー イ

ト ノ　 カ イヘ イジ ニ 　ハ サマ レナ イ ヨー ニ　

ゴ チュ ー イ　 クダ サイ 。

ノ リオ リ ノ　 トキ ワ 　デ イリ グ チノ 　ダ ンサ ト

ス キマ ニ 　ゴ チュ ーイ 　 クダ サイ 。

ヒ ジョ ー ノ　 トキ ワ 　エ レベ ー ター ナイ ノ　 ヒ ジョ ーボ タ ンヲ

オ シテ 　 ソノ ママ 　オ マ チ　 クダ サ イ。

点
字
表
記
内
容

ご　使　用　法

　　　閉りかける扉を開くときに押してください。

行先階のボタンを押してください。

　　 早く扉を閉めたいときに押してください。

　　　非常のときはこのボタンを押してください。

開

警報ブザーのご注意

このエレベーターには定員超過ブザーがついてい

後からお乗りの方はご遠慮ください。
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　　　長時間　扉を開いた状態で使用するとき押

　　　してください。３分間扉は開いたままにな

　　　ります。

　　　ください。
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戸 形 式

か ご 寸 法

巻 上 電 動 機

照 明 用 電 源

動 力 用 電 源

台 数

用 途

積 載 質 量

定 員

制 御 方 式

運 転 方 式

停 止 階 数

ブザ ーが鳴 りまし たら乗 り過ぎ です　 　の文 字は赤 色とす る。
の す

ます。 ブザーが鳴りましたら乗り過ぎですので

ていいんちょうか

の すな

　　 途中で閉めたいときは ボタンを押して

ゆきさきかい お

よ う ほうし

し ま ひら おとびら

は や とびら し お

ひじょう お

閉延長

ちょうじかん とびら ひら じょうたい し よ う

ふんかんとびら ひら

閉
おとちゅう し

ちゅういけい ほう

の かた えんりょ

いち ゅ う

と かいへいじ ちゅうい

の お でいりぐち だ ん さ ちゅうい

ひじょう お

ま

しようじょう ちゅうい

とびら しき い す な い

なか さ わ

とびら て

そう さ らんぼう と あつか よ う

お

まんいち とちゅう と と こ

お

がい ぶ

●インターホンで外部より連絡がありますのでその
れんらく

したがし じ
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昇 降 寸 法

扉

イン ジケー ター

乗
場

意
匠

意
匠

か
ご

イ ンター ホン

設 置場所 　昇降 路内１ ＦＬ 以上電源 盤及び 制御盤

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

レ ー ル

釣 合 い お も り

連 絡 装 置

ス テンレ スヘア ライン 仕上

三 方 枠

敷 居

押 ボ タ ン

天 井 及 び 側 板

主 操 作 盤

床

扉

校 内放送 用スピ ーカは 不要 。そ の 他

「 標仕」 参照

「 標仕」 参照

イン ジケー ター ス テンレ スヘア ライン 仕上

鋼 板製塗 装仕上 　　１ ．６ ｍｍ以 上　　 小枠

網 入りガ ラス窓 付（上 端床 上１８ ００ｍ ｍから 幅２０ ０ｍ ｍ以上 、高さ ７００ ｍｍ 以上）

内 　　法 　　　 間口　 １６ ００ｍ ｍ×　 奥行　 １３５ ０ｍ ｍ

自 動開閉 制御装 置

か ご内鏡

キ ックプ レート

シ ンボル マーク

副 操作盤

注 　意　 事　項

行 き先 ボタン を押す ことに より 扉の開 放時間 を１０ 秒程 度確保 するこ と。

か ごの 位置（ どちら か一方 ）、 及びか ごが停 止する 予定 の階を 表示す ること 。

イ ンタ ーホン を設置 するこ と。

ボ タン は床面 から１ ｍ程度 の高 さに設 置する こと。

か ご床材

か ご内手 すり

点 字表示

音 階チャ イム

正 操作盤

か ご内 の側面 及び背 面にキ ック プレー ト（厚 さ１． ５ｍ ｍ以上 のステ ンレス へアラ イン 仕上）

を 床上 ３００ ｍｍの 高さま で取 り付け る。

各 ボタ ンは、 視認性 が良く 操作 しやす い押し 込みボ タン とし、 文字浮 きボタ ンとす る。

金 属製 平面鏡 を幅０ ．５～ ０． ７ｍ以 上、鏡 の下端 は床 面から ０．５ ｍ程度

上 端は 床面か ら１． ９ｍ程 度を 背面壁 に設け ること 。

ス テン レス製 手すり （２方 向） を高さ ８０ｃ ｍ程度 の位 置に設 けるこ と。

かご内注意事項銘板

注（１ ）建築 基準法 施行 令の一 部を改 正する 政令 （平成 ２０年 政令第 ２９０ 号） を満た してお り、

国土 交通大 臣の認 定を取 得し ている こと。

１ 台（普 及型・ 機械室 なし ）

定 格 速 度

主 索
（ ただし 、維持 管理コ スト が上が るもの は除く 。）

停電時 救出運 転

地震時 管制運 転（ ２段（ 特低・ 低（特 低設 定値は Ｐ波感知とす る。） ））

かごは 基準階 （１ 階）復 帰とす る。

かご内 、戸開 時間 延長ボ タン

インタ ーホン は、 職員室 、管理 作業員 室の ２箇所 設置する。（ 配線Ｅ Ｍ－ ＣＰＥ Ｅ０． ９－５ Ｐｒ 共）

パーキ ングス イッ チ　基 準階（ １階） 鍵付

巻上電 動機・ 電源 盤及び 制御盤 の位置 は、 １階Ｆ Ｌ以上とする 。

乗場 床とか ご床 とのす き間は ２０ mm 以 内と する。

かご 内照明 の所 要照度 は、か ご中央 床面 から１ ｍ上が りの位 置にお いて 、２０ ０ Lx以 上とす る。

管制運 転時の 主操 作盤の 表示は 「停電 」「 地震」 「火災」が区 別でき るこ と。

閉じ込 め時リ スタ ート運 転

両 側セ ーフテ ィーシ ュー（ 光電 式２段 （２０ ｃｍ、 ６０ ｃｍ程 度）又 は多光 軸式）

自 動 放 送 装 置

か ご内専 用操作 盤

か ご内専 用操作 盤

か ご内 主操作 盤、か ご内専 用操 作盤。

乗 場ボ タン（ 一般用 、専用 ）の 各ボタ ン、乗 場階の 表示 。

工事名称

図面サイズ：Ａ１図面名称

縮　　尺 図面番号

設
計
事
務

所

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９１０ ２０ ３０
印刷時　縮尺確認用スケール　ｃｍ

標準図 ＥＶ－１３０１原図整理番号製　図昇降機

火災時 管制運 転（ 手動方 式　火 災時呼 戻し ボタン （スイッチ保 護板は 再使 用可能 型）） 付
加
仕
様（

身
体
障
害
者
用）

国 際身 障者シ ンボル マーク を専 用乗場 ボタン 及び操 作盤 の近く に設け る。

非 常時 にかご 外部と の連絡 を行 うため 専用操 作盤の どち らか一 方に

専用 乗場ボ タン

専用正操作 盤

専用副 操作盤

専用 副操作 盤

専用 正操作 盤

昇降機設備　特記仕様

各銘 板のシ ンボ ル・動 作内容 は参考 を示 す。実 際のシ ンボル ・動作 にあ わせて 内容を 変更し 監督 職員の 承諾を 受ける こと 。 か ごの 出入口 部の床 材は幅 ３０ ０ｍｍ 程度を 黄色で 他の 床の床 材と感 触の異 なるも ので 仕上げ るも

の とす る。（ 点字ブ ロック 以外 のもの とする 。）

着脱式 壁・床 保護 材

１：２０ No.０４ (　０５枚の内 )

全 　　高 　１５ ６４０ ｍｍ 　　オ ーバー ヘッド 　３２ ００ ｍｍ以 上

１ ～　４ 階　（ 　４箇 所）

「大阪 府福祉 のま ちづく り条例 」及び 「大 阪市ひ とにやさしい まちづ くり 整備要 綱（平 成 25年 4月 ）」 に準拠 するこ と。

して いるこ と。

　　　 　・第 １２９ 条の ４第３ 項第５ 号（告 示第 １０４ ８号）

注（２ ）下記 の建築 基準 法施行 令の一 部を改 正す る政令 を満た してお り国土 交通 大臣の 認定を 取得

ものと し、設 計用 標準震 度は耐 震クラ スＡ 14とす る。

耐震設 計施工 に関 しては 「昇降 機耐震 設計 ・施工 指針（２０１ ４年版 ）」 （（財 ）日本 建築設 備・ 昇降機 センタ ー（社 ）日 本エレ ベータ 協会） に準拠 する

平成２６年　４月

平成　　　年度

・第 １２９ 条の４ 第３項 第６ 号（告 示第１ ０４７ 号）

乗 合全自 動方式 （ロー プ式 ）

φ １０ｍ ｍ×３ 本以上  JIS G 3525（ ワイヤ ーロ ープ） 又は  JIS G 3546（異 形線ワ イヤロ ープ） 又は、 国土 交通大 臣の認 定を受 けた もの

自動着 床修正 装置 （着床 精度± １０ｍ ｍ以 内）

音 声に より、 昇降方 向案内 ・到 着階案 内・戸 開戸閉 案内 ・乗り 過ぎ案 内・非 常事態 等を 通報す ること 。

３
０

０

かご床材　参考図　１：２０

高 さ１ ｍ程度 の位置 に設け 、大 きくて 操作し やすい もの とする 。

聴 覚障害 者用装 置 か ご内 操作盤 の非常 呼びボ タン を（イ ンター ホン呼 び出 し）を 押した 時、呼 出中（ 点灯 ）

及 び応 答時（ フリッ カー） の区 別がで きる表 示を行 う。

乗場 押ボタ ン

専 用

ボ タン を押す ことに より扉 の開 放時間 を１０ 秒程度 確保 する。

点 字プ レート をフェ ースプ レー トに後 付けす る場合 は、 点字プ レート とフェ ースプ レー トがフ ラット に

な るよ うに取 付るこ と。ま たは 、フェ ースプ レート への 直接ピ ン打ち も可と する。

昇 降行程 　１１ １９０ ｍｍ 　　ピ ット深 さ　　 　１２ ５０ ｍｍ以 上

大阪市都市整備局公共建築部

企画設計課(設備グループ）

（難 燃性）

２５野里小学校昇降機設備工事

株式会社 新日本設備計画

サ ービス 階切 り離し 機能（ 最上階 のみ ）

i5322473
多角形


